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強く意識して、太陽磁場活動望遠鏡 (Solar Magnetic Activity Research Telescope)と呼ば
れ、略して SMARTという愛称が使われるようになりました。SMARTの完成写真と工場
内組み立て時の写真を図 1に示しています。





口径 20cm・F10対物レンズ + 0.25 A˚幅Lyotフィルタ + 16M(496× 4096)ピクセルCCD
カメラで太陽全面としては世界最高分解能の Hα像を取得します。
(2) 20cmベクトル磁場望遠鏡:




口径 25cm・F8対物レンズ + 世界最大口径 50mm 0.25 A˚幅Lyotフィルタ + 16Mピクセ
ル CCDカメラによって、高分解能の Hα部分像を撮影します。
(4) 25cmファブリペロ望遠鏡:
口径 25cm・F8対物レンズ + Fabry-Perotフィルタ + 偏光分離プリズム+ 16Mピクセル
CCDカメラによって、より高精度のベクトル磁場像を取得します。また、偏光分離プリ
ズムを光路分離プリズムに、6302 A˚フィルタを Hαフィルタにそれぞれ置き換えるるこ
とによって、Hαと 6100 A˚連続光の 2色で高分解能像を取得します。
SMARTがその性能を十分に発揮して太陽磁場活動と太陽フレアの研究に新しいページ
を開くことがいに期待されています。
(黒河 宏企 記)
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